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This study focuses on English learners’ transcription of sentence parts that could pose 
difficulties to learners.  Utilizing the methods introduced in Kazumi (2014), this study 
examines a new set of data from a different class of students.  The results are 
consistent with those in Kazumi (2014) and support the hypothesis that the ability to 
hear phonetically weak parts of a sentence such as function words and word-initial 
weak syllables reflects the students’ overall proficiency levels.  The new set of data 
also includes consonant sequences across the word boundary and its analysis suggests 
























































     Around twelve million people now own smartphones in Britain, and many of 
them admit to being addicted.  They’ve confessed to using them everywhere, from 
the dinner table to the bathroom and bedroom.  Our business correspondent, 
Emma Simpson, reports. 
（2011年 8月 4日放送の BBCのニュースより） 
 
書き取り箇所は前半 16語、後半 11語、計 27語だが、smartphonesを 2語として採点し、
すべての語を正しく書き取った場合の得点は 56点となる。試験の配点は 50点だが、完璧
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に書き取れなくても 50点に達するよう、採点対象を 28語（1語 2点）とし、ゆとりをも
たせている。 
 受験者は 31名で、満点 56点に対し、平均得点 38.1点（最高得点 53点）であった。數
























 今回の書き取り範囲には、定冠詞が２箇所（from the dinner table、to the bathroom）
含まれている。 



















 一方、to the bathroomでは、theが母音の直後で聴き取りやすいためか、正答者が多か
った。対応する書き取り箇所が特定できる 27 名のうち、正答者は 24 名で、不定冠詞‘a’
が 1名、当該箇所の脱落が 2名であった。各パターンの分布が偏っているため、平均得点
の対照は省略する。 
 數見（2014）では、in the UKと in the economyの二つの定冠詞について、正答者と
定冠詞が脱落したグループの平均得点に、いずれも約４点の差が見られた。 
 
in the UK 
the 34.5点（データ数：14） 
脱落 30.5点（データ数：6） 
（數見 2014, p.95より一部省略の上、引用） 
in the economy 
the 33.0点（データ数：13） 
脱落 29.1点（データ数：9） 










28名のうち、正答者は 18名、正答者以外は 10名であった。 
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正答者と正答者以外では、平均得点に 5.6 点の差が見られた。全受験者 31 名から正答者


























えられる。今回の試験の and と in について比べてみると、それぞれの正答者数と平均得
点はほぼ同じ（18名と 19名、41.5点と 41.4点）である。正答者のうち 14名が重複して
いることも、習熟度の点から見て興味深い。 
 
4-4. 前置詞（from, to） 
 今回の試験には、範囲を表す from X to Yの形が含まれる。二つの前置詞 fromと toを
個別に見た場合、toは 31名中 28名が正しく書き取っており、その平均得点は 39.1点で
あった。正答者が大多数のため、他のパターンとの比較については省略する。 
 一方、fromの正答者は 23名で、平均得点は 39.4点であった。 
 













分布にやや偏りはあるが、正答者と from 以外の形で書き取った８名の平均得点には 4.3
点の差が見られる。 
 次に、from と to の両方を正しく書き取っている 21 名を見ると、その平均得点は 40.1
点で、いずれか一方のみの正答者の平均得点よりもかなり高くなっている。 
 
from the dinner table to the bathroom and bedroom 
fromと toの両方 40.1点（データ数：21） 




考えられる。from のみの正答者は少ないため、to のみの正答者と from と to の両方を正
しく書き取っている 21 名に見られる得点の差について考えてみたい。この４点余りの差
は、仮に toのみの正答者が fromを正答した場合を想定しても、さらに２点余りの差とな











と、前者の 33.9点に対し、後者は 26.0点で、８点近い開きがある。 
（數見 2014、p.98） 
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今回の試験では、書き取り範囲に、語頭の弱音節が[ə ]で始まる addicted を含め、その聴
き取り結果を分析した。聴き取りのパターンには、正答のほか、[ə ]を不定冠詞として書き
取ったもの、母音が完全に脱落したものが見られた。 






（[ə ]の脱落）[d]で始まる語 33.1点（データ数：11） 
 
正答者 13 名と他の二つのパターンで聴き取ったグループには、それぞれ 6.7 点、10.3 点




















5-1. 同一子音の連続（admit to, confessed to） 








admit to 40.5点（データ数：18） 

























 今回の試験では、[t]を聴き取った 13名は、すべて smartの正答者と一致した。[t]が脱

















5-3. 子音と母音の連続（being addicted, them everywhere） 
 日本語の母語話者にとって、語境界を挟む子音と母音の連続は切り離しにくく、母音が
48
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１）smartphones in Britain 
２）many of them admit 
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 一方、後の２例（being addictedと them everywhere）では、前者で母音の脱落、後者
で語境界のずれが見られた。 
 まず、上でも見た being addictedでは、母音が脱落していない 20名の平均得点は 41.1
点であった。このうち、16名（addictedの正答者 13名中 9名と‘a’＋[d]で始まる語として
書き取った 7名全員）は、-ing形または[n]終わる語として、直前の子音を捉えている。こ
の 16名の平均得点は 40.7点であった。 
 
being addicted  
addicted／‘a’＋[d]で始まる語 41.1点（データ数：20） 
 うち直前に-ingまたは[n] 40.7点（データ数：16） 







them everywhere  
everywhereまたは every- 39.9点（データ数：23） 
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